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邦
楽
部
の
お
二
人
が
ご
活
躍 

 

三
越
劇
場
の
「
邦
楽
祭
」
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
前
村
八
重
子
先
生
と
山
崎
律
子
先
生
は
、
９ 

月
22
日
、
国
立
劇
場
で
の
「
杵
勝
会
」
に
出
演

さ
れ
ま
し
た
。
八
代
目
杵
屋
勝
三
郎
襲
名
披
露 

の
長
唄
演
奏
会
で
、
前
村
先
生
は
「
安
達
ヶ
原
」

を
、
山
崎
先
生
は
「
夜
遊
楽
」
を
演
じ
ら
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
山
崎
先
生
は
25
日
、
藤
間
升
之

輔
と
し
て
浅
草
公
会
堂
で
開
か
れ
た
師
匠
藤
間

勘
升
師
の
漣
会
に
出
演
。
清
元
「
流
星
」
で
流

星
役
を
、
続
け
て
長
唄
「
京
鹿
子
娘
道
寺
」
で

も
踊
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 

音
大
修
了
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
く 

 

洋
楽
部
の
鈴
木
美
根
子
さ
ん
が
、９
月
26
日
、

ル
ー
テ
ル
市
ヶ
谷
ホ
ー
ル
で
、
桐
朋
学
園
大
学

終
了
記
念
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま
し
た
。
お 

      

嬢
さ
ん
た
ち
が
ピ
ア
ノ
伴
奏
や
司
会
進
行
を
務

め
ら
れ
、
昔
の
コ
ー
ラ
ス
仲
間
も
共
演
。
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
の
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」
や
ド
ニ
ゼ

ッ
テ
ィ
、
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ
の
ア
リ
ア
を

た
っ
ぷ
り
と
聴
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 
 
 

リ
サ
イ
タ
ル
開
催
と
歌
集
を
出
版 

 
10
月
17
日
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
に

出
演
さ
れ
る
大
坪
公
子
先
生
は
、引
き
続
き
30

日
午
後
、
三
軒
茶
屋
の
サ
ロ
ン
・
テ
ッ
セ
ラ
に

て
ソ
プ
ラ
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
き
ま
す
。
鈴
木

さ
ん
と
同
じ
く
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
や
プ
ッ
チ
ー

ニ
の
オ
ペ
ラ
の
ア
リ
ア
や
、
日
本
の
中
田
喜
直

作
曲
の
「
風
の
子
供
」、
野
口
雨
情
ら
作
詩
の
名

曲
も
。
ま
た
、
長
年
研
鑽
を
重
ね
て
こ
ら
れ
た

短
歌
の
第
三
歌
集
「
眼

ま
な
こ

 
 

青
森
市
三
師
会
の
美
術
展
に
出
品 

に
て
聴
く
」
を
上
梓

さ
れ
ま
し
た
。
次
号
で
紹
介
す
る
予
定
で
す
。 

 

 

９
月
４
～
５
日
、
市
民
美
術
展
示
館
で
開
か

れ
、
秋
元
光
博
氏
と
福
士
盛
大
氏
が
そ
れ
ぞ
れ

ご
家
族
と
と
も
に
、
絵
画
や
書
画
な
ど
多
数
を

出
品
さ
れ
ま
し
た
。 

訃 

報 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 

沼
口
満
津
男
氏

軍
医
と
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
ダ

バ
オ
の
陸
軍
病
院
勤
務
、
次
い
で
北
部
の
カ
ガ

ヤ
ン
分
院
で
終
戦
を
迎
え
た
。
山
中
を
さ
ま
よ

い
な
が
ら
生
の
極
限
を
見
た
と
述
懐
し
て
い
る

「
生
と
死
の
は
ざ
ま
」。
戦
犯
を
扱
っ
た
「
モ
ン

テ
ン
ル
パ
」
や
戦
場
で
犠
牲
と
な
っ
た
従
軍
看

護
婦
を
悼
ん
だ
文
な
ど
、
氏
の
温
か
い
人
と
な

り
を
反
映
し
て
い
る
。
ま
た
学
生
時
代
か
ら
短

歌
に
も
打
ち
込
み
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
の
歌
人
。
鹿

児
島
寿
蔵
研
究
に
打
ち
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

（
ぬ
ま
ぐ
ち
・
み
つ
お
）
７

月
17
日
死
去
。
87
歳
。
文
芸
部
、
文
芸
特
集

号
に
も
多
数
寄
稿
。
随
筆
集
「
踊
り
子
慕
情
」

が
日
本
随
筆
家
協
会
の
名
随
筆
に
選
ば
れ
た
。 

ご
冥
福
を
心
か
ら
祈
り
ま
す
。 

 

 

 

 

 

事務局人事 

このほど事務

局の西田明子が

退職、医学会総

会・美術展の事

務は大出篤が引

き継ぐことにな

りました。 

これまでタッ

チしていなかっ

たので、内容は

これから検討、

遺漏のないよう

に努めますが、

足らないところ

はご容赦くださ

い。当分、月火

と木金の 9:30～

17:30 は出勤し

ます。 


